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研究成果の概要（和文）：公共政策としてのスポーツ政策の重要性、特に、エビデンスに基づくスポーツ政策形
成の必要性について、先行研究や公的資料等の文献調査、イギリス等の海外事例調査、そして新型コロナウイル
スの感染拡大前の2019年から研究期間を通じ、2023年まで継続して実施した大規模なアンケート調査の結果分析
より明らかにしたうえ、国際公共経営研究学会において2020年から毎年主宰してきた分科会の活動を通じて、当
該課題の研究を国際的に発表するのみならず、課題に関心を持つ国際的な研究者ネットワークを構築することに
成功し、これを通じた国際共同研究を含む、さらなる研究の可能性を拡大しつつある。

研究成果の概要（英文）：We explored and demonstrated the importance of sports policy as public 
policy, and in particular the need of sports policymaking based on evidence, through literature 
review, case studies including the case of UK, and analysis of the results of large-scale 
questionnaires conducted from 2019 until 2023, throughout the research period, including even the 
period under COVID-19 pandemic. In addition, through the activities of a panel, which we proposed 
and chaired at annual conferences of International Research Society for Public Management (IRSPM) 
since 2020, we have not only presented our research results, but also succeeded in establishing an 
international network of researchers interested in the topic, and have been expanding the 
possibilities for further research, including international comparative studies through this 
network.

研究分野： 公共政策学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
当該課題研究の学術的意義は、これまで公共政策の一つとしてはあまり注目されてこなかったスポーツ政策を公
共政策の一環として位置付けたことであり、このことによって、国内のみならず海外においても、スポーツ政策
を研究してきたスポーツ科学やスポーツ・マネジメント出身の研究者が公共政策に関心を持って研究アプローチ
を拡げる、逆に公共政策の研究者がスポーツ政策を研究対象として検討するなどの現象をもたらしたことであ
る。一方、社会的意義は、市民の健康や生活習慣に関するデータに基づきつつ、市民の健康やウェルビーイング
に資するスポーツ政策形成の重要性が、政府および市民社会に知られる契機づくりに貢献出来たことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

 東京五輪の開催を数年後に控えた時期であり、オリンピックというメガ・スポーツ・イベント
を契機として広く国民一般を対象としたスポーツ政策の必要性や重要性が認識され始めた時期
であった。一方、学術的にも、また社会的にも、体系的なビッグ・データに基づいた Evidence 

Based Policy Making (EBPM) の必要性が国際的に認識され始めていたが、当時はまだ EBPM

概念自体が未確立であったうえ、エビデンスに基づいて形成される公共政策の領域はきわめて
限定的であり、実証的なデータに基づく政策形成も発展途上であった。 

 このため、スポーツ政策の資する体系的なデータを計画的に収集することが可能であり、また
スポーツ政策を通じて健康・医療・福祉等の公共政策に活用する好機でもあるメガ・スポーツ・
イベント、具体的には東京五輪を活用し、データを蓄積したうえ、それを活用した政策形成を試
みることが必要かつ可能と考えられていた。 

 

 国際的には 90 年代後半にイギリスのブレア政権が導入を試みてから欧米で再注目を集め、日
本においても、Evidence Based Policy Making (EBPM、「エビデンス・ベースド・ポリシー・
メイキング」「エビデンス・ベース・ポリシー・メイキング」「エビデンスに基づく政策形成」「科
学的根拠に基づく政策形成」「実証結果に基づく政策立案」などと訳される) が研究課題として、
また行政の現場においても注目されている。しかし、確立された理論はなく、行政学や公共政策
研究において概念が確立しているともいえない。EBPMについては多くの解釈が混在しており、
エビデンスを広くデータ一般と捉えるもの、ビッグ・データを活用した政策形成の研究なども存
在していた。 

 EBPMは元来、医療分野において英米では 50～60 年代から、新薬や新治療法についてランダ
ム化比較試験を行い、効果を実証データに基づいて判断、研究のみならず許認可や政策形成に活
用されてきたが、他の政策領域においてはほとんど導入されてこなかった。近年、緊縮財政が長
引き、公共経営のさまざまな手法の導入によってより効率的な行政の運営が目指される一方、政
策形成が必ずしも科学的、合理的でないことが行政の執行に問題をもたらし、行政評価や政策評
価の過程で困難が生じることが明らかになるにつれ、エビデンスに基づく政策の必要性が強調
されるようになった。一方でエビデンスを単なるデータと捉えるものから実証実験を経たもの
に限定するものまで、EBPMの理解にはかなりの幅がある。 

 一方、公共経営や公共政策分野においては、ビッグ・データへの抵抗感、不信感、そして何よ
り理解不十分であることから、ビッグ・データの活用を扱う研究はまだ多くない。実際、公共部
門に ICTを活用する電子政府、デジタル化などの諸課題が New Public Management (NPM) の
一端として研究され、公共経営の効率化・合理化に資する手法の一つと考えられてきたのに対し、
ビッグ・データの活用はむしろ市民社会やコミュニティの参加、協働という意味において捉えら
れている傾向があり、co-production 理論などからもアプローチされている。しかし、ビッグ・
データの活用によって課題をより正確に把握し、それを適切に解決する意思決定が可能になる
ことは、ビジネス等の領域における研究から明らかであり、それに比べ、ビッグ・データの公共
領域への本格的な活用についての研究は未熟な段階にあった。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究は、Evidence Based Policy Making (EBPM) のエビデンスにビッグ・データを含めた
うえ、スポーツ政策における実験を通じ、ビッグ・データを活用した公共政策形成の可能性と課
題について、実証的に調査することを目的とする。また、その前提として、市民の健康、生活習
慣、運動習慣などのデータから、人々の健康やウェルビからーイングに資する行動変容の可能性
およびそのパターンを見つける。 

 前述した背景から、メガ・イベントであるオリンピックを契機に収集されるビッグ・データを
活用したスポーツ政策の形成を実証的に調査する本研究は、公共政策におけるビッグ・データの
活用手法を具体的に明らかにする。スポーツ政策を取り上げる理由は、オリンピックというメ
ガ・イベントを通じてビッグ・データの収集が可能なためであると同時に、健康・医療・福祉分
野の政策に直結し、福祉歳出の縮減をめざす諸国政府にとって重要な意味を持つ政策であるに
もかかわらず、公共政策としてこれまであまり注目されてこなかったからである。また、ビッグ・
データの活用により、国民一人ひとりの身体特性、健康状態、ニーズなどに合わせた、いわゆる
政策・サービスのパーソナル化（Department of Health - HM Government, 2014）の実現が可
能と考えられている政策分野であることも理由として挙げられる。 

 本研究は、EBPM の概念の混在や近年の変遷を現実的に捉え、エビデンスにデータ一般を含
める最近の傾向を批判するのではなく、むしろデータ自体の著しい変質に着目し、有効なエビデ
ンスともなり得るビッグ・データを活用した公共政策形成の可能性と課題を実証的に明らかに
する。これを通してまた、EBPM 概念を理論的に整理し、公共政策の一理論としての EBPM の



確立に貢献することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 
 第一に、メガ・スポーツ・イベント、メガ・スポーツ・イベントのレガシー、スポーツ政策、
EBPM、ビッグ・データ、医療・福祉のパーソナル化などに関する先行研究調査、特に文献研究
を実施した。 

 第二に、当該科研課題に先立つ挑戦的萌芽研究『学校・地域スポーツ政策とオリンピックとの
関係に関する日英比較・公共政策的研究』において実施した国際事例調査を継続し、2012 年ロ
ンドン五輪後のイギリスをはじめとする国際事例調査（政策担当者、オープン・データの開発お
よびマネジメント担当者、関連団体へのインタビューおよび公的資料の収集と分析）を実施した。
特にオープン・データに関し、開発担当者のみならずマネジメント担当者に対するインタビュー
を重点的に行った。 

 第三に、スポーツ習慣、生活習慣（もっとも、これらについては、2020 年春以降の新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴い、『新しい生活様式』を含むこととし、一方、東京五輪の延期および
無観客実施に伴い、五輪および五輪関連イベントへの参加や観戦に関する質問は削除せざるを
得なかった）、個人の行動およびパーソナリティに関するオンライン・アンケート調査の実施、
うち、行動およびパーソナリティによって選定されたパネルへのフォーカスグループ調査を実
施した。なお、フォーカスグループ調査も、新型コロナウイルスの影響で、オンラインでの実施
をせざるを得ず、また、当初計画していた参加型のイベントなども断念せざるを得なかった。、
あた。アンケート調査結果の定量的かつ統計的分析および定性的分析を行った。 

 第四に、既存および新たな国際ネットワークを通じ、国際比較研究（イギリスおよびイタリア）
を実施した。当該課題に先立つ挑戦的萌芽研究時よりイギリスのノーザンブリア大学ビジネス・
スクールの複数の研究者と協力関係を構築していたが、2018 年春より 3 年間（コロナ禍のため
実質的な活動は 2 年間となったが）客員教授に指名されたことを活用し、同大学との共同研究を
強化した一方、イタリアの《ダヌンツィオ》キエティ＝ペスカーラ大学およびウディネ大学と新
たに協力関係を築き、国際公共経営研究学会 (International Research Society for Public Management, 

IRSPM) において 2020 年よりスポーツ政策およびスポーツ・マネジメントに関する分科会を提
案、主宰し、それを通じて国際的な研究ネットワークを構築、交流および研究協力を実施した。 
 
４．研究成果 
 
 公共政策としてのスポーツ政策の重要性、特に、エビデンスに基づくスポーツ政策形成の必要
性について、先行研究や公的資料等の文献調査、イギリス等の海外事例調査、そして新型コロナ
ウイルスの感染拡大前の 2019 年から研究期間を通じ、2023 年まで継続して実施した大規模なア
ンケート調査の結果分析より明らかにした。 

 雑誌論文は 2018 年から 2023 年にかけて 10 件が掲載され、うち査読付論文が 4 件、オープン
アクセスが 9 件となっている。学会報告は 2018 年から 2024 年にかけて 25 件、うち招待講演が
1 件、国際学会が 22 件である。 

 また、International Research Society for Public Management (IRSPM, 国際公共経営研究学会) に
おいて 2020 年から毎年主宰してきた分科会の活動を通じ、当該課題の研究を国際的に発表する
のみならず、課題に関心を持つ国際的な研究者ネットワークを構築することに成功し、これを通
じた国際共同研究を含む、さらなる研究の可能性を拡大しつつある。 

 イタリア経営学会に対しては、公共政策としてスポーツ政策を検討するスタディ・グループの
創設を提案し、認められたところである。今後、2 年間の予定で出版プロジェクトを実施するこ
とになっている。 

 成果の学術的意義は、これまで公共政策の一つとしてはあまり注目されてこなかったスポー
ツ政策を公共政策の一環として位置付けたことであり、このことによって、国内のみならず海外
においても、スポーツ政策を研究してきたスポーツ科学やスポーツ・マネジメント出身の研究者
が公共政策に関心を持って研究アプローチを拡げる、逆に公共政策の研究者がスポーツ政策を
研究対象として検討するなどの現象をもたらしたことである。 

 一方、社会的意義は、市民の健康や生活習慣に関するデータに基づきつつ、市民の健康やウェ
ルビーイングに資するスポーツ政策形成の重要性が、政府および市民社会に知られる契機づく
りに貢献出来たことといえる。 
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